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「ふたばのわ」は双葉町の結びつきを

深めるためのコミュニティ紙です。

自治会・団体の活動紹介や町民同士の

新たな交流の場を取材しお伝えしていきます。

「ふたばのわ」を通して町民のみなさんの

つながりや笑い合う場を増やしていけたら。
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今月号では、双葉町での活動を震災後

も続けている 2 つの団体を紹介します。

練習している時のみなさんの生き生きと

した表情からは、日常生活から少し離れ

て自分の趣味の時間や人とのつながりを

持つことの大切さを改めて感じることが

できました。

今を
  楽しむ！
今を
  楽しむ！

　
コ
ー
ラ
ス
ふ
た
ば
が
発
足
し
た
の
は
昭
和

45
年
9
月
。
当
時
、
中
学
校
の
合
唱
祭
を
聴

き
に
行
っ
た
友
人
の
「
私
た
ち
も
や
り
た
い

ね
」
と
い
う
一
言
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

「
立
ち
上
げ
当
初
は
双
葉
町
公
民
館
の
2
階

で
オ
ル
ガ
ン
を
使
い
練
習
を
し
て
い
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
子
育
て
を
し
て
い
る
時
期

だ
っ
た
の
で
、
息
子
を
背
負
い
な
が
ら
練
習

し
て
い
た
こ
と
も
今
で
は
い
い
思
い
出
で

す
」

　
そ
う
話
す
の
は
コ
ー
ラ
ス
ふ
た
ば
を
立
ち

上
げ
た
石
井
満み

征ゆ
き

さ
ん
で
す
。

　
震
災
後
は
1
年
間
活
動
を
休
止
し
て
い
た

も
の
の
、
ま
た
歌
い
た
い
と
い
う
声
が
上
が

り
練
習
を
再
開
し
ま
し
た
。
現
在
は
石
井
さ

ん
の
教
え
子
が
運
営
し
て
い
る
い
わ
き
市
の

ピ
ア
ノ
ス
タ
ジ
オ
に
て
月
1
回
の
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
15
人
。

練
習
に
は
は
る
ば
る
加
須
か
ら
駆
け
つ
け
る

方
も
い
ま
す
。

「
コ
ー
ラ
ス
を
や
っ
て
い
る
お
か
げ
で
精
神

的
に
生
活
が
潤
っ
て
い
る
」

「
今
は
た
だ
楽
し
く
歌
う
こ
と
、
そ
れ
が
一

番
」

「
練
習
が
あ
る
日
は
朝
か
ら
心
が
う
き
う
き

す
る
」

　
メ
ン
バ
ー
の
方
か
ら
は
そ
ん
な
声
も
聞
か

れ
ま
す
。
歌
っ
て
い
る
時
の
み
な
さ
ん
の
表

情
は
明
る
く
、
穏
や
か
で
す
。

　
コ
ー
ラ
ス
ふ
た
ば
の
み
な
さ
ん
が
歌
う
曲

は
、
福
島
の
魅
力
や
県
民
の
想
い
を
伝
え
る

た
め
に
震
災
後
作
ら
れ
た
「
悲
し
み
の
青
い

鳥
」
や
「
双
葉
町
民
の
歌
」
な
ど
、
ふ
る
さ

と
を
想
う
曲
ば
か
り
で
す
。
成
人
式
や
ダ
ル

マ
市
な
ど
町
の
行
事
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
に
出
演
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
人
前
で
歌
う
機
会
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
練

習
に
励
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
場
で
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
歌
で
表

現
す
る
こ
と
が
、
聴
衆
だ
け
で
は
な
く
自
分

自
身
の
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
再
確
認
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

き
っ
か
け
は
友
人
の
一
言

き
っ
か
け
は
友
人
の
一
言

歌
う
こ
と
で
生
活
が
潤
う

歌
う
こ
と
で
生
活
が
潤
う

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
歌
に

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
歌
に

コーラスふたばふるさと未来へ続け
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J
A
ふ
た
ば
大
正
琴
は
J
A
ふ
た
ば
女
性

部
の
部
会
の
一
つ
と
し
て
、
約
20
年
前
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
立
ち
上
げ
た
の
は
岩
川
ヨ

シ
子
さ
ん
。
J
A
の
会
議
の
際
、
同
じ
く
生

活
指
導
員
を
し
て
い
る
方
か
ら
相
馬
で
は
大

正
琴
を
や
っ
て
い
る
と
聞
き
、
双
葉
で
も

や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

双
葉
町
在
住
の
大
和
田
サ
タ
子
先
生
に
指
導

を
お
願
い
し
て
琴
生
流
大
正
琴
の
教
室
と
し

て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
岩
川
さ
ん
は
、
立
ち
上
げ
当
初
の
思
い
出

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
最
初
の
発
表
会
の
時
、
普
段
は
畑
仕
事
や

家
事
で
忙
し
い
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
る
た
め
に
、
白
い
ブ
ラ
ウ
ス
と
黒

の
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
の
衣
装
を
身
に
つ
け
、

化
粧
を
し
、
紅
を
つ
け
る
、
み
な
さ
ん
の
目

が
と
て
も
輝
い
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
時
の
生
き
生
き
と

し
た
姿
を
見
て
、
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
な

と
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
」

　
震
災
か
ら
1
年
後
、
ま
た
大
正
琴
を
や
り

た
い
と
い
う
声
を
受
け
郡
山
市
で
活
動
を
再

開
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
い
わ
き
市
で
月
2

今を
  楽しむ！
今を
  楽しむ！

回
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
指
導
を
し
て
い
た
大
和
田
先
生

の
退
任
を
機
に
、
今
年
1
月
か
ら
は
大
正
琴

教
室
か
ら
サ
ー
ク
ル
に
形
を
変
え
て
活
動
し

て
い
ま
す
。練
習
の
後
に
は
食
事
を
し
た
り
、

お
茶
を
飲
ん
だ
り
し
て
、
お
互
い
の
近
況
話

を
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
あ
っ
た

ご
近
所
付
き
合
い
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
な
の
で
、
お
し
ゃ
べ
り
の
中
に

ふ
る
さ
と
や
知
人
な
ど
の
話
が
出
て
心
が
温

か
く
、
元
気
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
代
表
の
江
尻

京
子
さ
ん
は
こ
う
話
し
て
い
ま
す
。

「
今
後
は
、
双
葉
に
固
執
し
な
い
で
、
誰
で

も
気
軽
に
入
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
練
習
を

す
る
毎
に
ス
マ
イ
ル
（
笑
顔
）
が
い
っ
ぱ
い

に
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
、

『
J
A
ス
マ
イ
ル
大
正
琴
』
と
名
前
を
改
め

て
活
動
を
し
た
い
で
す
。
地
域
の
み
な
さ
ま

と
交
流
を
深
め
る
た
め
、
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
、
施
設
な
ど
の
訪
問
演
奏
に
も
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

仲
間
同
士
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
な
が
ら
、
練

習
の
機
会
を
大
切
に
し
、
こ
れ
ま
で
身
に
付

け
た
技
術
の
維
持
に
努
め
て
、
息
の
長
い

サ
ー
ク
ル
活
動
を
目
指
し
た
い
で
す
」

もっと

心
を
元
気
に
す
る
楽
し
み
の
場

心
を
元
気
に
す
る
楽
し
み
の
場

手
に
持
つ
ク
ワ
を
大
正
琴
に
替
え
て

手
に
持
つ
ク
ワ
を
大
正
琴
に
替
え
て

地
域
に
根
ざ
す
大
正
琴
の
輪

地
域
に
根
ざ
す
大
正
琴
の
輪

ＪＡふたば大正琴こころをひとつに
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作
詞
　
武
内
　
敏
子

作
曲
　
山
岡
　
賢
舟

 

町
を
こ
こ
ろ
に
刻
む

「
双
葉
町
民
の
歌
」
は
、
町
民
憲
章
（
昭
和
56
年
制
定
）

の
主
旨
を
よ
り
わ
か
り
易
く
、
町
民
誰
も
が
心
に
刻
め
る
よ

う
に
と
、
昭
和
63
年
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
作
詞
部
門
と
作

曲
部
門
に
分
け
て
公
募
が
行
わ
れ
、
双
葉
町
在
住
の
武
内
敏

子
さ
ん
の
詞
と
山
岡
賢
舟
さ
ん
の
曲
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

 

何
気
な
い
毎
日
を
詩
に

メ
ロ
デ
ィ
ー
か
ら
は
、
自
然
豊
か
な
双
葉
町
を
穏
や
か
に

吹
き
渡
る
風
、
伝
統
や
誇
り
を
受
け
継
ぎ
、
未
来
に
向
か
う

町
の
力
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
歌
詞
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
町
の
花
「
桜
」、
町

の
木
「
せ
ん
だ
ん
」、
町
の
鳥
「
キ
ジ
」。
そ
し
て
、
毎
日
の

ふ
た
ば
の
イ
イ
ト
コ
再
発
見
！

双
葉
町
民
の
歌
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タブレットや携帯電話でQRコードを
読み取ると双葉町民の歌のスライド
ショーをご覧いただけます。

栴せ
ん

檀だ
ん

芽
を
ふ
く
　
双
葉
の
空
に

四
季
を
い
ろ
ど
る
　
阿
武
隈
の
山

椎し
い

葉は

の
野
辺
は
　
風
さ
わ
や
か
に

清
き
流
れ
に
　
大
地
は
ひ
ら
く

あ
あ
　
緑
あ
ふ
れ
る
　
双
葉
町

さ
く
ら
花
咲
く
　
双
葉
の
里
に

古
き
を
し
の
ぶ
　 

清き
よ

戸と

の 

迫さ
こ

は

高
い
文
化
の
　
薫か

お
り

を
残
し

誇ほ
こ
り

豊ゆ
た

か
に
　
心
を
結
ぶ

あ
あ
　
伝
統
ふ
か
き
　
双
葉
町

大
洋
波
う
つ
　
双
葉
の
浜
に

若
さ
み
な
ぎ
る
　
集
い
の 
灯あ

か
り 

未
来
み
つ
め
て
　
力
を
育
て

大
き
な
夢
に
　
は
ば
た
く 

雉き

子じ

よ

あ
あ
　
ゆ
く
手
輝
く
　
双
葉
町

生
活
の
中
で
折
に
触
れ
て
出
て
く
る
言
葉
や
い
つ
も
目
の
前

に
広
が
っ
て
い
た
風
景
で
す
。

帰
り
道
に
目
の
前
に
広
が
っ
て
い
た
阿
武
隈
の
山
々

夏
の
暑
い
日
に
浜
風
に
当
た
っ
て
涼
を
と
っ
て
い
た
海

季
節
ご
と
に
美
し
く
彩
ら
れ
る
田
園

そ
ん
な
、
た
く
さ
ん
の
方
の
心
に
も
あ
る
双
葉
町
の
風
景

が
自
然
と
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

以
前
は
お
昼
の
チ
ャ
イ
ム
と
し
て
流
れ
て
い
た
「
双
葉
町

民
の
歌
」。
町
を
離
れ
て
み
て
改
め
て
そ
の
存
在
に
気
付
い

た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
も
う
一
度
み
な

さ
ん
で
歌
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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～笑顔でみんなをつなげたい～

スマイルフォトスマイルフォト

5月20日
南台花いっぱい運動
（いわき市）5月19日

考えよう！作り出そう！
いわき交流施設（いわき市）

5月9日
県南双樹会

（旧県南借上げ自治会）
足利フラワーパーク散策

（足利市）

5月1日
いきいきサポートセンター 玉敷公園散策（加須市）

4月24日
健康サロン
（福島市）

4月24日
サポートセンターひだまり

青木淳也さんコンサート（いわき市）4月21日
せんだん広場 男の体力づくり教室（郡山市）

4月18日
ふたば交流広場 男の料理教室（加須市）

5月8日
県北地区

グラウンドゴルフ大会
（福島市）
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お知らせ

双葉地方広域市町村圏組合 事務局 総務課 
【住所】〒979-0402 双葉郡広野町大字下北迫字二ツ沼44-15広野町サッカー支援センター内
【電話】0240-27-4665

平成28年度
双葉地方広域市町村圏組合職員採用候補者試験を実施します

募
　
集  １．試験職種、採用予定人員及び職務内容

 ２．受験資格
昭和55年4月2日から平成6年4月1日までに生まれた方で自
動車運転免許（普通自動車以上）取得または平成28年3月末
日まで免許取得見込みの方（学歴は問いません）。
ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。
①日本の国籍を有しない者
②成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む）
③禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、また
はその執行を受けることがなくなるまでの者
④国家公務員及び地方公務員として懲戒免職の処分を
受け、当該処分の日から2年を経過しない者
⑤日本国憲法施行の日以後において日本国憲法またはそ
の下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する
政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した者

 ３．試験方法
大学卒業程度で次により行います。
（1）第1次試験
①教養試験
　職員として必要な一般知識及び知能について択一式に
　よる筆記試験を行います。
②適性検査
　事務職員としての適応性検査を行います。

（2）第2次試験
第1次試験合格者に対して、小論文試験、個別面接による試
験を行います。

 ４．試験の期日、場所及び発表

 ５．資格調査
第1次試験合格者について、受験資格があるかどうか、申込書
に記載されていることが正しいかどうかについて調査しま
す。
 ６．合格者の採用
（1）合格者は採用候補者名簿に記載され、成績順に管理者が

採用する者を決定します。この採用候補者名簿の有効期
間は原則として1年間です。

（2）初任給は、双葉地方広域市町村圏組合の給料表によりま
すが、この他通勤手当、超過勤務手当、期末手当、勤勉手当
等がそれぞれの支給要件に応じて支給されます。

 ７．受験手続及び受付期間
（1）申込用紙の請求
申込用紙は、下記場所にて交付します。郵便により申込用紙
を請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込用紙請
求」と書いて、120円切手を貼った自分宛の返信用封筒（角
型2号）を同封し下記交付先住所まで送付してください。

（2）申込の方法
①申込用紙に必要事項を記入して、下記の事務局総務課に
提出してください。申込書を郵送する場合は、82円切手を
貼った自分宛の封筒（長型3号）を同封し、その表に「職員採
用試験申込」と朱書して下記まで送付してください。
②受験票を受領したときは、最近6カ月以内に撮影した本
人の写真（上半身、脱帽、正面向き、縦6㎝×横4.5㎝）1枚を
写真欄に貼って受験当日に必ず持参してください。（受験票
がない場合、または受験票に写真の貼っていない場合は、
受験できません）

（3）受付期間
平成27年5月28日（木）から同6月26日（金）まで
（平日午前8時30分から午後5時15分）
郵便による申込書提出の場合は、6月24日（水）までの消印
のあるものに限り受け付けます。

 ８．試験結果の開示
第1次試験の結果については、第1次試験の不合格者に限り口
頭で開示を請求することができます。開示内容は得点と順位、
開示の期間は合格発表の日から１カ月間、また、開示の場所
は、下記の事務局総務課になります。
なお、電話、郵便等による請求では開示できません。受験者本
人であることを明らかにする書類（運転免許証、学生証、旅券
等）を持参のうえ、受験者本人が直接おいでください。
 ９．試験当日の注意点 
（1）受験の際は、「HB」の鉛筆と消しゴムを使用してください。
（2）会場周辺の渋滞を避けるため、試験当日の試験会場への

自家用車の乗り入れを禁止いたします。できるだけ公共交
通機関を利用してください。

（3）上履きを持参してください。

受験申込書交付場所
・

問い合わせ先

その他
（1）申込用紙等に含まれる受験者の個人情報については、

職員採用試験以外の目的には一切使用しません。ま
た、提出された書類は返却いたしません。

（2）この試験に関し不明な点は、下記の事務局総務課に問
い合わせてください。郵便で問い合わせる場合は、82
円切手を貼った自分宛の封筒（長型3号）の返信用封
筒を必ず同封してください。

試験職種

大学卒程度（一般事務） 2名程度 事務に従事します。

採用予定人員 職務内容

期日

▲

平成27年7月26日(日)
時間

▲

○受付9:00～9:30　○教養試験 10:00～12:00
　　　○適性検査12:10～12:35 
試験場

▲

県立福島工業高等学校
　　　　福島市森合字小松原1 電話024-557-1395
発表

▲

平成27年8月中旬頃当組合掲示場、当組合ホームページに
　　　 受験番号を掲示するほか受験者全員に通知します。

期日・時間・試験場

▲

第1次試験合格通知の際にお知らせします。
発表

▲

別途通知します。

 第2次試験 

 第1次試験 
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今月号の取材では、町民のみなさんから、
震災以前の双葉町の暮らしについてお話を伺
うことができました。その中でも 70 代女性の
言葉がとても印象に残っています。
「若い時は仕事と家事と本当に大変だった。

仕事で自分にできないことがあれば図書館に
行って本を借りて勉強したり、料理教室を開い
てほしいと言われた時は一番美味しい味を見
つけるために何度も同じ料理を作ったり、床に
就くのはいつも夜中だった。でも、今になって
よくやってきたなと感じるし、自分で苦労して
身につけてきたことだから自信を持って人に教
えられる」

私も何十年か経って自分の人生を振り返った
時、こんな素敵な言葉を伝えられるよう、今
の時間を大切に過ごそうと思います。

（ふたさぽ 山根光保子）

編集後記

平成27年5月29日

福島県内

双葉町内

福島市 北幹線第二応急仮設住宅･･･････

福島市 さくら応急仮設住宅･･･････････

郡山市 日和田応急仮設住宅･･･････････

郡山市 喜久田応急仮設住宅･･･････････

郡山市 富田応急仮設住宅･････････････

いわき市 南台応急仮設住宅･･･････････

猪苗代町 上川原応急仮設住宅･････････

会津若松市 第二中学校西応急仮設住宅･

白河市 郭内応急仮設住宅･････････････

福島市 県北保健福祉事務所･･･････････

郡山市 県郡山合同庁舎･･･････････････

白河市 県白河合同庁舎･･･････････････

会津若松市 県会津若松合同庁舎･･･････

双
葉

放射線モニタリング情報

原子力規制委員会ホームページより

南会津町 県南会津合同庁舎･･･････

南相馬市 県南相馬合同庁舎･･･････

いわき市 県いわき合同庁舎･･･････

※全国及び福島県の空間線量測定結果については原子力規制委員会ホームページでご覧になれます。 ▼http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/

（単位：μSv/時）

（単位：μSv/時）

0.15～0.25

0.13～0.21

0.13～0.27

0.08～0.51

0.28～0.29

0.05～0.07

0.06～0.08

0.08～0.09

0.12～0.16

0.22

0.13

0.09

0.06

0.05

0.10

0.07

新山公衆トイレ脇公営駐車場

新山公民館

双葉町歴史民俗資料館

双葉南小学校

双葉中学校

県立双葉高等学校

中央公園

双葉総合公園

双葉町役場

郡山公民館

細谷公民館

三字公民館

山田農村広場

石熊公民館

双葉町体育館

長塚二公民館

－
－
－
－
－
－
－
2.60
－
1.48
2.31
2.53
24.47
12.10
6.25
3.26

1.08
0.60
0.53
0.66
0.69
1.07
0.76
1.32
0.41
0.73
0.96
1.26
10.35
5.55
2.65
1.32

長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
羽鳥
羽鳥
寺松
渋川
鴻草
中田
両竹
浜野

双葉町青年婦人会館

町西住宅

JAふたば北部営農センター

双葉北小学校

ふたば幼稚園

双葉駅北側駐車場

双葉町児童館

上羽鳥

羽鳥公民館

寺松公民館

渋川公民館

北部コミュニティーセンター

中田公民館

両竹公民館

浜野公民館

－
－
－
－
－
－
－
1.89
1.73
3.46
1.48
4.30
0.77
0.54
0.34

2.81
0.61
8.70
2.52
2.20
0.68
0.47
1.00
0.80
1.75
0.70
2.15
0.39
0.20
0.17

地 区 地   点 平成24年
4月1日

平成27年
5月29日

地 区 地   点 平成24年
4月1日

平成27年
5月29日

新山
新山
新山
新山
新山
新山
新山
下条
下条
郡山
細谷
三字
山田
石熊
長塚
長塚

後世に残したい双葉町
　私の「毎日」にはいつも北小がありま

した。

　母校である事はもちろん、自宅が北小

のすぐそばにあったため、大人になってか

らも家にいるとチャイムや校内放送が聞

こえてきました。北小のチャイムは一日の

時間の目安となっていて、生活のベースを

作ってもらったように思います。我が家の

ペットも北小が大好き。授業中にふと窓の外を見ると愛猫が校庭でお昼寝

をしていたり、鎖を外して脱走した愛犬が体育の授業中に私を追いかけて

きたりしたことも、今では懐かしい思い出です。

　桜や藤など季節の花で彩られる校庭は、近所の方のお散歩コースにもなっ

ていました。情景が記憶に残っている方も多いのではないでしょうか。
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